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中
国
研
究
集
刊

菜
号
（
第
六
十
七
号
）

令
和
三
年
八
月

一
〇
〇

一
〇
三
頁

―

二
〇
二
〇
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
取
り
組
み
報
告

藤

居

岳

人

筆
者
は
徳
島
県
の
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
（
以
下
、
阿
南
高
専
と
称
す
る
）
に
勤

務
し
て
い
る
。
勤
務
校
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
度
に
筆
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
状
況
を
報
告
し

た
う
え
で
実
施
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

一

二
〇
二
〇
年
度
の
勤
務
校
に
お
け
る
状
況

年
度
当
初
は
通
常
開
講
予
定
で
、
四
月
六
日
の
入
学
式
ま
で
は
実
施
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
に
四
月
七
日
に
予
定
し
て
い
た
始
業
式
は
四
月
二
〇
日

に
延
期
と
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
始
業
式
も
緊
急
事
態
宣
言
の
区
域
拡
大
に
よ
っ
て
中
止

と
な
り
、
四
月
下
旬
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
形
式
と
し

て
は
オ
ン
タ
イ
ム
型
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
の
二
種
類
が
可
能
と
の
学
校
全
体
の
方
針

が
示
さ
れ
た
う
え
で
、
四
月
中
に
実
施
方
法
に
関
す
る
教
員
対
象
の
講
習
会
が
開
か
れ

た
。
そ
の
他
、
適
宜
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
の
動
画
デ
ー
タ
の
圧
縮
方
法
な
ど
が
校
内
情

報
と
し
て
共
有
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
で
阿
南
高
専
で
はm

a
n
a
b
a

と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
型
の
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
お
り
、
科
目
ご
と
に
ペ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
、
学
生
が
自
宅
等
か
らm

a
n
a
b
a

に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
た
。
そ

の
前
提
と
し
て
自
宅
等
で
のW

i
-
F
i

環
境
と
パ
ソ
コ
ン
等
の
所
有
が
必
須
で
、
そ
の
環
境

に
な
い
学
生
に
は
学
校
か
ら
ポ
ケ
ッ
トW

i
-F
i

や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
た
（
そ
の

環
境
整
備
に
や
や
時
間
を
要
し
た

。
こ
の
体
制
構
築
に
よ
っ
て
、
学
生
はm

an
a
b
a

に
ア

）

ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
講
義
情
報
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
を
自
宅
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
体
制
で
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
中
心
に
講
義
が
実
施
さ
れ
た
。

た
だ
、
高
専
は
工
業
系
の
学
校
で
あ
り
、
特
に
高
学
年
学
生
に
と
っ
て
は
実
験
や
実

習
の
授
業
が
必
須
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
島
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
期
中
に
学
年
ご
と
に
二
週
間
程
度
の

、

。

実
験
実
習we

e
k

を
分
散
形
式
で
設
定
し

集
中
的
に
最
低
限
の
実
験
実
習
を
実
施
し
た

な
お
、
後
期
に
な
っ
て
も
幸
い
徳
島
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
落

ち
着
い
て
い
た
た
め
、
後
期
は
全
学
年
と
も
に
ほ
ぼ
通
常
ど
お
り
の
対
面
講
義
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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二

前
期
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
実
施
状
況

前
期
に
四
種
類
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
講
義
を
実
施
し

た
。
科
目
ご
と
に
実
施
概
要
を
述
べ
る
。

倫
理
（
本
科
一
年
生
〔
高
校
一
年
生
相
当

）

（
一
）

〕

―

―

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型

受
講
学
生
一
六
〇
名
。
教
室
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、
普
段
の
講
義
と
同
様

に
板
書
し
つ
つ
解
説
し
て
い
る
講
義
の
動
画
を
撮
影
し
た
。
一
コ
マ
九
〇
分
の
講
義
だ

が
、
学
生
が
板
書
内
容
を
ノ
ー
ト
す
る
時
間
を
考
慮
し
て
全
部
で
約
六
〇
分
の
動
画
と

し
た
。
ま
た
、
そ
の
動
画
を
内
容
の
ま
と
ま
り
の
よ
い
箇
所
で
五
～
六
個
に
分
割
し
、

学
生
が
途
中
で
休
め
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
動
画
はm
a
n
a
b
a

を
通
し
てY

o
u
T
ub
e

上
に
限

定
公
開
し
、
本
校
の
学
生
の
み
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
学
生
の
出
欠
確
認

は
、
動
画
中
の
板
書
内
容
を
自
筆
で
ノ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
た
デ

ー
タ
を
期
限
を
決
め
てm

a
n
a
b
a

上
で
提
出
さ
せ
た
（
そ
の
後
、
登
校
可
能
に
な
っ
て
か

ら
ノ
ー
ト
提
出
さ
せ
て
内
容
を
直
接
確
認
し
た

。）

多
く
の
教
員
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
使
用
し
た
動
画
を
作
成
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
義
を
展
開
し
て
お
り
、
筆
者
の
よ
う
に
普
通
の
講
義
風
の
動
画
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講

義
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
た
教
員
は
ご
く
少
数
派
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
講
義
内
容

の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
動
画
で
は
な
い
筆
者
の
動
画
は
か
え
っ
て
学

生
に
は
好
評
だ
っ
た
（
学
習
内
容
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
対
面
講
義
風
に
雑
談
等
を
交

え
た
動
画
を
筆
者
は
作
成
し
て
お
り
、
あ
る
学
生
い
わ
く
「
他
の
講
義
も
、
エ
ッ
セ
ン

ス
だ
け
で
な
く
普
段
の
講
義
調
の
も
の
も
、
も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と

の
こ
と
で
、
こ
の
種
の
声
が
多
か
っ
た

。）

哲
学
（
本
科
四
年
生
〔
大
学
一
年
生
相
当

）

（
二
）

〕

―

―

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
オ
ン
タ
イ
ム
型
と
の
併
用

。

、

、

受
講
学
生
一
〇
〇
名

前
期
全
一
五
回
の
う
ち
一
三
回
は

上
述
の
倫
理
と
同
様
に

普
段
の
講
義
と
同
様
に
板
書
し
つ
つ
解
説
を
加
え
る
講
義
の
動
画
を
使
用
し
た
。
出
欠

確
認
は
倫
理
と
同
様
の
方
法
で
実
施
し
た
。
残
り
の
二
回
は
オ
ン
タ
イ
ム
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
二
回
は
事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
テ
ー
マ
で
学
生
に
作
文

をW
o
r
d

で
執
筆
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
集
計
後
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
全
員
分
の
作
文
をm

an

ab
a

上
に
配
信
す
る
。
そ
し
て
、
受
講
学
生
を
四
～
五
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
テ
ー
マ

を
設
定
し
た
う
え
で
全
員
の
作
文
を
も
と
にG

o
o
g
l
e
M
e
e
t

を
使
用
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
か
な
り
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
全

グ
ル
ー
プ
を
筆
者
も
ひ
と
と
お
り
巡
回
し
て
議
論
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
し
た
が
、
実

施
時
に
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
（Z

o
o
m

で
い
う
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
）
の

機
能
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
配
信
の
手
間
が
非
常
に
か
か
っ
て
大
き

な
負
担
だ
っ
た
。技

術
者
倫
理
（
専
攻
科
一
年
生
〔
大
学
三
年
生
相
当

）

（
三
）

〕

―

―

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
オ
ン
タ
イ
ム
型
と
の
併
用

受
講
学
生
二
〇
名
。
前
期
全
一
五
回
の
う
ち
二
回
は
、
上
述
の
倫
理
や
哲
学
と
同
様

に
、
普
段
の
講
義
と
同
様
に
板
書
し
つ
つ
解
説
を
加
え
る
講
義
の
動
画
を
使
用
し
た
。
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出
欠
確
認
は
倫
理
と
同
様
の
方
法
。
残
り
の
一
三
回
は
オ
ン
タ
イ
ム
で
発
表
担
当
者
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
事
前
に
発
表
担
当
者
を
決
め
て
発
表
者
作

成
の
レ
ジ
ュ
メ
デ
ー
タ
をm

a
n
a
b
a

上
で
全
員
に
配
付
し
て
お
く
。
そ
の
う
え
でG

o
o
g
l
e

M
e
e
t

で
発
表
担
当
者
に
プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う
（
プ
レ
ゼ
ン
内
容
は
、
た
と
え
ば
「
日

本
企
業
に
お
け
る
内
部
告
発
の
事
例
」
や
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
事
例
」
な
ど

。
発
表

）

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
や
質
問
を
チ
ャ
ッ
ト
で
学
生
に
さ
せ
る
と
、
対
面
講
義
時
よ
り
も

多
く
の
質
問
が
出
て
か
な
り
議
論
が
深
ま
っ
た
。

比
較
文
化
論
（
専
攻
科
二
年
生
〔
大
学
四
年
生
相
当

）

（
四
）

〕

―

―

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
オ
ン
タ
イ
ム
型
と
の
併
用

受
講
学
生
一
七
名
。
前
期
全
一
五
回
の
う
ち
一
〇
回
は
、
上
述
の
倫
理
や
哲
学
と
同

、

。

様
に

普
段
の
講
義
と
同
様
に
板
書
し
つ
つ
解
説
し
て
い
る
講
義
の
動
画
を
使
用
し
た

出
欠
確
認
は
倫
理
と
同
様
の
方
法
で
実
施
。
残
り
の
五
回
は
オ
ン
タ
イ
ム
で
中
国
語
の

講
義
を
実
施
し
た
。
内
容
は
四
声
や
基
本
的
な
発
音
練
習
、
簡
単
な
会
話
の
み
。
受
講

学
生
が
多
く
な
い
の
で
個
人
別
に
発
音
指
導
が
で
き
る
状
況
だ
っ
た
。

三

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
評
価

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
に
、
急
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
準
備
を
す
る
必

要
が
出
て
き
て
苦
労
し
た
点
は
ど
の
教
員
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
阿
南

高
専
は
後
期
に
な
っ
て
対
面
講
義
が
可
能
に
な
り
、
学
生
の
反
応
を
よ
く
見
る
こ
と
の

で
き
る
対
面
講
義
の
利
点
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
な
り
の
利
点
を
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
利
点
に
つ
い

て
、
以
下
に
二
点
述
べ
る
。

ま
ず
は
上
述
の
技
術
者
倫
理
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

と
き
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
の
利
用
で
、
対
面
講
義
時
よ
り
も
か
え
っ
て
議
論
が
活
性
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
の
学
生
は
直
接
に
他
の
学
生
に
対
し
て
意
見
す
る
こ
と
を
た
め

ら
う
気
質
が
往
々
に
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
普
段
の
対
面
講
義
時
の
議
論
が
今
ひ
と
つ
盛

り
上
が
ら
な
い
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
普
段
か
ら
ス
マ
ホ
等
を
使
用
し
た
文
字
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ
た
学
生
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
チ
ャ
ッ
ト
の
方
が
率

直
な
意
見
を
出
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

も
う
一
点
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
の
利
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。
演
習
等
の
講
義
で
は

利
用
が
難
し
い
が
、
次
年
度
に
も
利
用
で
き
る
内
容
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
教
材
が
あ

れ
ば
、
た
と
え
ば
、
こ
ち
ら
が
出
張
等
で
不
在
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
に
す
で
に
録

画
済
み
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
講
義
扱
い
に
す
る
こ
と
が
可

能
な
ら
ば
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
の

場
合
、
学
校
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
規
則
整
備
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た

な
い
で
あ
ろ
う
。

巷
間
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
二
〇
二
〇
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
は
、
大
学
や
高
専
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
教
育･

講
義
に
対
す
る
考
え
方
を
否
応
な
く

考
え
直
す
契
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
義
形
態
の
利
点
と
欠
点
、
ま
た
、
新
し
い

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
形
態
の
利
点
と
欠
点
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二

〇
二
一
年
度
以
降
も
し
ば
ら
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
下
、
今
後
、
よ
り
よ
い
教
育
を
如
何
に
持
続
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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藤
居

岳
人
（
ふ
じ
い
・
た
け
と
）

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
。
専
門
は
中
国
思
想
史
、
日
本

思
想
史
。
著
書
に
『
懐
徳
堂
儒
学
の
研
究

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
六
月

、

』

）

主
要
論
文
に
「
龍
野
藩
の
儒
者
と
中
井
竹
山
と

（

懐
徳
』
第
八
八
号
、
二
〇
二
〇
年
一

」
『

月
）
な
ど
。


